
Appleの戦略的岐路：AIへの移行と
規制の逆風を乗り越える

Apple Inc.は現在、極めて重要な転換点に立っています。同社は、ハードウェアとソフト
ウェアの統合、そしてユーザープライバシーの保護という自社の中核的な強みを活用

し、AI時代を乗り切ろうとしています。しかし、この戦略は重大な実行リスク、AI部門

における深刻な人材流出、そして同社の最も収益性の高い事業セグメントを脅かす規制

上および地政学的な圧力によって挑戦を受けています。



サービス事業：財務的な堀とエコ
システムの錨

$274億
サービス売上高

2025年第3四半期、前年同
期比13.3%増の成長を達成

$1.3兆
App Store経済圏

2024年の請求額と売上高の
総計

15億人
目標契約者数

2025年第4四半期までの有
料サブスクリプション契約

者数

Appleのサービス部門は、もはや単なる補完的な収益源ではなく、同社の長期的な成長と
競争戦略の中心的な柱へと進化しています。この部門は、ハードウェアのコモディティ

化に対抗し、ユーザーの乗り換えコストを高める、強力で高マージンの「堀（moat）」

を形成しています。



空間コンピューティングへの賭け：Vision Proの戦略的展開

現在の課題

Vision Proの初期売上は低調で、2024年の販売台数は50万台未満、2025年半ば時点での
累計販売台数も100万台を下回ると推定されています。Appleは2024年の出荷予測を70

万〜80万台から40万〜45万台へと下方修正しました。

エンタープライズでの成功

KLMオランダ航空、ポルシェ、ロウズ、SAPなどの企業が、ワークフローの改善と投資収
益率の創出を目的としてこの技術を導入しています。

12025年：エンタープライズ市場での基盤構築

高価格モデルによる企業向け市場の開拓とアプリケーションエコ

システムの育成

2 2027年：Vision Air発売予定

現行モデルより40%以上軽量化され、価格も大幅に引き下げられ
る消費者向けモデル

32028年：第2世代Vision Pro

成熟したエコシステムを背景とした次世代プロフェッショナルモ

デルの展開



新興市場の重要性：インドを次の
中国へ

巨大な成長機会

インドでのAppleの現在の市場シェア

はわずか4%。巨大な人口と低い普及率
は、重要な成長機会を示しています。

力強い成長実績

2025年第2四半期には、中国での1%の

減少を新興市場での力強い2桁成長が
相殺しました。

戦略的多様化

地政学的リスクを軽減するため、製造拠点を中国から積極的に多様化。インドは

「チャイナ・プラスワン」戦略の重要な一翼を担っています。



Apple Intelligence：プライバシー第
一のAI戦略
AppleのAI戦略は、「遅れている」ことの表れではなく、異なる土俵で競争するための計
算された決断です。オンデバイス処理、ユーザープライバシー、そしてシームレスなエ

コシステム統合を優先することで、Appleは独自の競争優位性を構築しています。

プライバシー第一

機密データがデバイスから外部に出ることはない、オンデバイス処理中心

の設計

Apple Silicon統合

Neural Engineによる効率的で低遅延のオンデバイスタスク処理

Private Cloud Compute

より処理能力を要するタスクも、暗号化技術によりApple自身もデータにア
クセスできない仕組み



競合ベンチマーキング：二つの哲学の物語

特徴 Apple Intelligence Google Gemini

中核哲学 プライバシーを重視した、パーソナルでシームレス

な統合

クラウドベースの広範な知識と生産性

主要処理場所 オンデバイスおよびPrivate Cloud Compute クラウドサーバー

プライバシーモデル ユーザーデータは収集せず、機密情報はデバイス外

に出さない

暗号化とセキュリティ対策を施した上でクラウドで

処理

主要機能 通話要約、Genmoji、Visual Intelligence パーソナライズされた個別指導、AIチームメイト

開発者モデル 無料のオンデバイスフレームワーク、APIコストなし クラウドベースのAPI、従量課金制

この比較は、AppleのAIにおける「遅れ」が、実際には意識的な戦略的トレードオフの結果であることを示しています。同社は、生のクラウドインテリ

ジェンスよりも、プライバシー、オンデバイス性能、エコシステム統合を優先しています。



人材獲得競争と戦略的依存：重大

な脆弱性

深刻な人材流出

MetaやOpenAIといった競合他社へのトップAI人材の深刻な「頭脳流出」が発生。
チームリーダーであったRuoming Pang氏も含まれます。

プロジェクトの遅延

これらの離職により、Siriの大規模な刷新は少なくとも2026年まで延期されまし
た。

戦略的依存の矛盾

自社のモデルの限界を補うため、AppleはOpenAIのChatGPTを統合。自社の人材を
引き抜いている企業から技術をライセンスする厄介な状況が生まれています。



2025年SWOT分析：包括的な戦略評
価

強み (Strengths)

比類なきブランド価値と顧客ロイヤルティ

統合されたエコシステム

強固な財務基盤

高マージンのサービス収益

機会 (Opportunities)

AIを活用したサービスと収益化

新興市場（特にインド）での拡大

新製品カテゴリー（空間コンピューティング）

エンタープライズ市場への浸透

弱み (Weaknesses)

iPhoneへの過度な収益依存

生成AIにおける認識上の遅れ

プレミアム価格戦略

サプライチェーンの集中リスク

脅威 (Threats)

世界的な規制強化（独占禁止法）

地政学的緊張と中国リスク

AI分野での激しい競争



財務実績と投資家向け見通し

$940億

2025年Q3売上高

前年同期比10%増、市場予想を大幅に上回る

$1.57

希薄化後EPS

前年同期比12%増、アナリスト予想を上回る

13.5%

iPhone売上成長率

446億ドルの売上高を達成

2024年度（実績/推定） 2025年度（予測）  2026年度（予測） 2027年度（予測）

  EPS（ドル） ~$7.25（派生値）  $7.36 $7.82 $8.17 - $8.63

$391,040.00

$456,340.00 $458,650.00 $463,270.00

$0.00

$200,000.00

$400,000.00

$600,000.00

2024年度 2025年度予測 2026年度予測 2027年度予測

マクロ経済の逆風にもかかわらず、Appleは直近の四半期で市場予想を上回る財務的な回復力を示しました。アナリストのコンセンサス評価は「買い」
または「アウトパフォーム」で、12ヶ月の平均目標株価は約243ドルから253ドルの範囲にあります。



結論と戦略的展望：3つの複雑な戦
略

01

中核事業の防衛

司法省の訴訟や中国での課題を乗り越え、

収益性の高いiPhoneおよびサービス事業を
守り抜くこと

02

次世代プラットフォームでの勝利

AI戦略を、認識上の弱点からプライバシー
を重視した強みへと転換させ、新たなハー

ドウェアのアップグレードサイクルを牽引

すること

03

未来の構築

エンタープライズ市場での採用を通じて空間コンピューティング市場を辛抱強く育成

し、2027年以降に「Vision Air」が次の主要な消費者向け製品カテゴリーとなる道筋をつ
けること

リスクは大きく、同社の近年の歴史において前例のないものですが、Appleの莫大な財務
資源、ブランドロイヤルティ、そしてエコシステムに対する支配力は、これらの課題を

管理するための強力なツールを提供しています。今後24〜36ヶ月は、Appleが次の10年
の成長を成功裏に設計できるかを決定づける、極めて重要な期間となるでしょう。


